
″
一ヽ

″
一ゝ

″
一ヽ

″
く
″
一ゝ

″
一ヽ

″
一ゝ

″
一ゝ

″
一ゝ

″
一ゝ

″
一ゝ

″
一ゝ

″
一ゝ

″
一ゝ

″
一ゝ

″
一ヽ

″
く
″
く

″
く

″
一ゝ

″
く

″
一ゝ

″
く
″
一ゝ

″
一ヽ

″
一ゝ

″
一ヽ

″
一ゝ

″
一ゝ

″
一ゝ

″
一ヽ

″
一ヽ

″
一ゝ

″
一ゝ

″
一ゝ

″
一ゝ

″
一ゝ

″
一ゝ
≪

く

く

く

ヽヽ

・が
脳
梗
塞

Ⅵ

な
病
気
を

ｖ

。
ま
た
、
術

ヽリ

健
康
で
幸
せ
な
町
づ
　
　
目
だ

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

,ヽプ

′■

“
′

く
り
を
目
指
す
た
め
の
　
　
や
心
筋
梗
塞
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

ミ|プ

‐の康

ツ
健
康
指
標
と
し
て
、
各
　
　
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
り
ま
す

▼
花
見
シ
ー
ズ
ン
の
あ
る
日
、
高

森
峠
の
「九
十
九
曲
が
り
」
（旧
国

道
３
２
５
号
沿
い
）
に
は
県
内
外

の
花
見
客
が
訪
れ
宴
た
け
な
わ
。

そ
し
て
ア
マ
チ
ュ
ア
の
カ
メ
ラ
マ

ン
も
、
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
三
脚

を
立
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
を

狙
っ
て
い
た
。
「
以
前
に
比
べ
桜
が

減
り
ま
し
た
ね
、
ち
よ
っ
と
期
待

は
ず
れ
で
し
た
」
と
佐
賀
か
ら
や

っ
て
来
た
と
い
う
二
人
の
カ
メ
ラ

マ
ン
。
確
か
に
峠
か
ら
眺
め
る
干

本
桜
は
年
々
減
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
「
テ
ン
グ
ス
病
」
が
原
因
だ

と
思
わ
れ
る
が
、
花
数
が
少
な
い

本
が
か
な
り
見
ら
れ
た
。

▼
七
合
が
ら
蘇
陽
町
に
抜
け
る
旧

道
を
上
っ
て
み
た
。
す
る
と
、
初

老
の
夫
婦
に
会
っ
た
。
「
こ
こ
か
ら

の
眺
め
は
、
や
っ
ぱ
り
世
界

一
で

す
な
。
昔
は
千
本
桜
を
見
な
ど
ら

歩
い
て
上
っ
た
も
の
で
す
が
、
こ

の
絶
景
を
生
が
し
て
な
ん
と
が
町

づ
＜
り
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
も
っ

た
い
な
い
。
若
い
人
た
ち
び
知
恵

を
出
し
合
い
考
え
て
下
さ
い
」
と
。

ズ
シ
リ
と
＜
る
重
た
い
言
葉
で
し

た
。
ち
な
み
に
町
の
本
は

「
ヤ
マ

ザ
２
フ
」
な
の
で
す
。　
　
　
⑤

|ヽプ

種
検
診
結
果
を
分
析
し
　
　
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
肝
臓
障
害
も
少
数
な

/1ヽ 0́ヽ /1ヽ

1ヽプ

ん

エ

て
み
ま
し
た
。
（上
表
）
　

が
ら
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も

1ヽプ

さ

町
で
は
、
体
の
異
常
　
　
飽
食
時
代
を
反
映
し
た
も
の
と
言
え
ま
す
。

婦

健

チ
を
早
期
発
見
し
早
期
治
　
　
甘
い
物
、
動
物
性
の
脂
な
ど
取
り
過
ぎ
て

保健

療
す
る
こ
と
に
よ
り
健
　
　
は
い
ま
せ
ん
か
。

康
状
態
を
維
持
し
て
い
く

次
に
ガ
ン
検

た
め
に
、
毎
年
循
環
器
検

診
で
す
が
、
死

訳

診
を
は
じ
め
各
種
ガ
ン
検

亡
原
因

の
ト

ッ

ミ|プ

内

診
を
行

っ
て
い
ま
す
。
循
環
器
検
診
で
は
、　
　
プ
に
あ
げ
ら
れ
る
の
が
ガ
ン
で
す
。
現
在

田
コヽ

受
診
率
は
九
〇

・
七
％
と
高
い
の
で
す
が
、　
　
早
期
発
見

・
早
期
治
療
が
唯

一
の
治
療
手

/1ヽ /1ヽ /1ヽ

結検診

こ
の
内
異
常
が
な
い
人
は
二
百
七
十
八
人
　
　
段
で
す
が
、
受
診
率
は
低
い
よ
う
で
す
。

ン

で
わ
ず
か
九

・
四
％
に
す
ぎ
ず
、
二
九
％
　
　
こ
の
検
診
で
、
九
人
の
人
に
ガ
ン
の
早
期

（

ガ

の
人
は
今
す
ぐ
治
療
の
必
要
が
あ
る
・人
で
　
　
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。
何
か
言
わ
れ
る
の

ハ

ー
ル
　
　
で
は
と
恐
れ
て
受
け
な
い
人
も
多
い
よ
う

ハ

人
が
　
　
で
す
。
勇
気
を
持
ち

て
受
診
し
ま
し
よ
う
。　
鋼

∋

∋

Ｄ

≫

Ｄ

∋

≫

≫

∋

≫

≫

∋

Ｄ

Ｄ

≫

≫

≫

燿

種

す
。
体
の
傾
向
と
し
て
コ
レ
ス
テ

ロ

各

や
中
性
脂
肪
が
多
い
、
血
糖
が
高

い

ヽ
一″
ヽ
一″
ヽ
一″
ヽ
一″
い
″
ヽ
一″
ヽ
一イ
い
″
ヽ
一イ
ト
″
ゝ
一″
ヽ
一″
ヽ
一″
ヽ
一″
ヽ
一″
ヽ
一″
ヽ
一ン
ヽ
一″
ヽ
一″
ゝ
一″
ヽ
一″

●   ●

●   ●

人□の動き
(4月 4日現在 )

世帯数 2,551(-12)

男  4,100(-35)
女  4,414(-32)
総 数 8,514(-67)

平成 3年 5月 5日発行
■発行/高森町役場 ■編集/企画課 〒86}16・熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地 8096762-1111・ FAX2-1174

▲今村新町長の初登庁

(4月 30日、午前8時30分 )

1991
NQ3 8 1

対象数 受診数 受診率% 異常数 異常率 正常 正常率
3,376 3,063 90.7 2,776 90.6 287 9.4

高血圧 肥満 中′性月旨月方
コ レ ス テ

ロ ー ル
高血糖 貧血 尿蛋白 尿潜血

502 321 1,060 1.117 623 264 42 48

種 別 対象数 受診数 受診率 要精密 発見ガン

乳 ガ ン 2,813 451 16.0 ′
４

０
∠

子宮ガン 2,813 518 18.4 4 0

胃 ガ ン 3,376 574 17.0 84

大腸ガン 3,376 2,335 69.2 100

肺 ガ ン 3,376 149 4.4 19

おめで
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(年所) (遺族)
高 森 キ::ド  英巳

(敬称略)

(

(

月受付分 )

新六 85
ロク 79
儀夫 81

敬男 阿南
敬男 阿市
モモヨ 筋ヵ
慶喜 西川

卓 部 阿南
高 森 脇
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やみ

3 ・27

3・ 31

赤 ち ゃ ん
たんじよう

協 子
清

千代美

さんの 2男

さんの長女

動
田
市

村

山

津

　

中

村

・
深

(高森)3・ 2生

岡田公美子ちゃん

(高森)3・ 11生

津留 智幸
池田 志麻
小糸 治尚
後藤 優子

高森

牛

中 ・
高森

(死亡者)(年齢)
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せ

日
本
の
家
庭
な
ら
、
ど
こ
に
で

も
あ
る
の
が
日
本
茶
で
す
。

さ
て
、
お
茶
は
飲
む
だ
け
で
な

く
、
飲
ん
だ
後
の
茶
ガ
ラ
も
わ
た

し
た
ち
の
生
活
に
役
立
ち
ま
す
。

茶
ガ
ラ
は
昔
か
ら
、
部
屋
の
掃
き

掃
除
に
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
集

め
た
茶
ガ
ラ
を
絞

っ
て
水
気
を
と

り
、
部
屋
に
ま
い
て
掃
除
を
し
ま

す
。
こ
う
す
る
と
、
ホ
コ
リ
が
立

ち
ま
せ
ん
。

ま
た
、
嫌
な
に
お
い
を
と
る
脱

臭
剤
と
し
て
も
効
果
的
で
す
。
茶

ガ
ラ
を

一
つ
か
み
、
フ
ラ
イ
パ
ン

で
焦
げ
な
い
程
度
に
よ
く
炒
り
ま

●

す
。
炒

っ
た
お
茶
の
葉
を
小
さ
な

穴
を
開
け
た
ポ
リ
袋
な
ど
に
入
れ

て
、
冷
蔵
庫
や
食
器
棚
の
中
に
置

い
て
お
く
と
、
嫌
な
に
お
い
が
消

え
ま
す
。
し
け
て
味
が
落
ち
て
し

ま

っ
た
お
茶
も
、
茶
が
ら
と
同
じ

よ
う
に
炒
れ
ば
、
同
じ
よ
う
に
脱

お

茶

の

葉

の

利

用

臭
剤
と
し
て
使
え
ま
す
。

ま
た
、
集
め
た
茶
ガ
ラ
を
カ
ラ

カ
ラ
に
干
し
て
、
乾
燥
さ
せ
て
ま

く
ら
に
入
れ
る
と
、
ソ
バ
ガ
ラ
の

代
わ
り
に
な
り
ま
す
。

魚
を
焼
い
た
後
で
、
台
所
や
部

屋
に
残
る
生
臭
い
に
お
い
に
も
、

お
茶
の
葉
は
効
果
的
で
す
。
ま
だ

魚
網
が
熱
い
う
ち
に
、
網
の
上
に

お
茶
の
葉
を

一
つ
ま
み
落
と
し
て

く
だ
さ
い
。
網
の
上
で
焦
げ
た
お

茶
の
こ
う
ば
し
い
香
り
で
、
台
所

や
部
屋
の
生
臭

い
に
お
い
は
な
く

な
り
ま
す
。

ま
た
、魚
な
ど
を
料
理
し
た
後
、

手
に
生
臭
さ
が
残

っ
て
い
る
と
き

に
も
、
お
茶
の
葉
が
役
に
立
ち
ま

す
。
番
茶
で
も
結
構
で
す
か
ら
お

茶
の
葉
を

一
つ
か
み
フ
ラ
イ
パ
ン

に
入
れ
て
焦
が
し
ま
す
。
そ
の
と

き
に
出
る
煙
に
手
を
当
て
る
と
、

ヽ
ノ

３

４

た
し
た
ち
の
町

高
森
を

よ
ろ
し
く
頼
み
ま
す

高
森

。
森i‐曼[_

佐

藤

咲

子

さ
ん
側

新
町
長

ｏ
町
議
会
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た

林業総合センターでは順調に開票作業が進められました

町
政
へ
の
関
心
も
高
く

１５

ｏ
ｌ７
投
票
所
で
は
百
％

統

一
地
方
選
挙
の
最
後
を
飾
る
町
長

・
町
議
会
議
員
選
挙
は
、

四
月
十
六
日
告
示
、
二
十

一
日
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
午
前
七
時
か
ら
十
八
の
各
投
票
所
で
投
票
が
始
ま
り
、

同
日
午
後
七
時
三
十
分
か
ら
開
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
選
挙
は
、
二
十

一
世
紀
に
向
か

っ
て
の
町
政
の
大
き
な

期
待
を
担
う
も
の
で
、
町
民
の
関
心
も
高
く
、
九
四

・
六
六
％

（前

回
九
五

。
九
五
％
）
と
前
回
を
や
や
下
回
っ
た
も
の
の
高
い
投
票

率
と
な
り
ま
し
た
。
中
で
も
、
第
十
五

・
十
七
投
票
所
で
は
百
％

の
投
票
率
で
し
た
。

ま
た
、
開
票
は
各
候
補
の
運
動
員
が
見
守
る
中
で
順
調
に
進
め

生
臭
い
に
お
い
が
消
え
ま
す
。

お
茶
は
し
け
る
と
、
味
も
香
り

も
す
ぐ
に
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。

緑
茶
を
し
け
さ
せ
て
し
ま
っ
た
ら
、

鍋
に
お
茶
の
葉
を
入
れ
ゆ
っ
く
り

鍋
を
回
し
な
が
ら
、
弱
火
で
軽
く

炒
り
ま
す
。
こ
う
ば
し
い
一
風
変

わ

つ
た

″
ほ
う
じ
茶
″
が
で
き
あ

が
り
ま
す
。 ●   ●

一最近楽しかつたこと

大分にツーリングに行きました。ちな

みにバイクには、初めて乗 りました。

一行つて見たい所

lv10 0 N

一町づ<り |こ一言

町のイベントをもう少 し増や してほしい

と思います。例えば、若者が参加できる

楽しいイベントなど。

(17)

オ
~｀
、

こク

投票所では大切な一票が投じられました

(2)

ワ

ン
ポ

ン
イ
ト

■勤務先

■血液型

■趣 味

熊本セントラル病院 (大津町)

明るい性格のO型
スポーツ、特にソフ トボール

今月の表紙
今
村
新
町
長
は
四
月
二
十
日

午
前
八
時
三
十
分
、
玄
関
前
で

女
子
職
員
か
ら
花
束
を
手
渡
さ

れ
た
あ
と
、
役
場
全
職
員
の
拍

手
に
迎
え
ら
れ

一
人

一
人
と
握

手
を
交
わ
し
な
が
ら
中
に
入
ら

れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、全
職
員
を
前
に
「心

の
豊
か
な
人
間
優
先
の
町
づ
く

り
に
励
み
た
い
。
お
互
い
切
磋

琢
磨
し
て
、
よ
り
良
い
町
づ
く

り
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
」
と

訓
示
。
町
長
と
し
て
の
第

一
歩

を
踏
み
出
さ
れ
ま
し
た
。

５

月

‐９

日

５

月

２６

日

６

月

２

日

６

月

９

日

６

月

１６

日

※
都
合
に
よ
り

合
が
あ
り
ま
す

ン
サ
ー
ビ

さ

い
。
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０
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０
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ホ
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春の全国交通安全運動 5月 11日ん 5月 20日



年

　

金

法
律

（無
料
）

臨
時
職
員
募
集

福
祉
施
設

「高
森
寮
」

専
門
の
相
談
員
に
よ
る
年
金
相

談
所
が
開
か
れ
ま
す
。

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
／
５
月
２７
日

（月
）
午

前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
／
町
役
場
２
階

。
第

一

会
議
室

本
町
出
身
の
弁
護
士

・
津
留
清

さ
ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
開

か
れ
ま
す
。
法
律
の
こ
と
な
ら
何

で
も
結
構
で
す
。
お
気
軽
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
／
５
月
１８
日

（土
）
午

後
１
時
か
ら
３
時

■
と
こ
ろ
／
高
森
町
中
央
公
民
館

精
薄
者
更
正
施
設
高
森
寮
で
は
、

次
の
と
お
り
臨
時
職
員
を
募
集
し

ま
す
。

●
職
　
　
種

１
、
臨
時
指
導
員

（期
間
１
４
年
３
月
３１
日
ま

で
）

２
、
宿
直
専
従
員

（当
分
の
間
）

●
募
集
人
員

１
、
臨
時
指
導
員
　
１
人

（男

女
を
問
わ
ず
）

２
、
宿
直
専
従
員
　
男
子
１
人

●
資
　
　
格

年
齢
　
２０
～
６０
歳

健
康
で
明
る
い
方

●
賃
　
　
金

当
法
人
規
定
に
よ
る

●
募
集
締
切
　
至
急

●
面
　
　
接
　
随
時

●
提
出
書
類
　
履
歴
書

●
申
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
６
９
１
１
６
　
高
森
町
大

字
色
見
８
２
２
番
地

　

「精
薄
者

更
正
施
設
高
森
寮
」
（
圏
②
ｌ
７
８

０
）

阿
蘇
保
健
所
で
は
、
高
齢
者
対

策
、
特
に
寝
た
き
り
対
策
と
し
て

家
庭
で
の
実
際
的
な
看
護
、
介
護

の
技
術
の
修
得
を
図
り
、
地
域
で

寝
た
き
り
の
人
を
抱
え
る
家
族
な

ど

へ
の
支
援
の
で
き
る
人
を
育
成

す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
家
庭
看

護
教
室
を
開
き
ま
す
。

■
受
講
対
象
者
／
阿
蘇
保
健
所
管

内
の

一
般
の
方

（但
し
、
寝
た
き

り
の
病
人
の
介
護
を
職
業
と
し
て

い
る
人
を
除
く
）

■
申
込
方
法
／
受
講
希
望
者
は
、

阿
蘇
保
健
所
保
健
予
防
課

（
８
０

９
６
７

・
３
２

・
０
５
３
５
）
ま

た
は
町
役
場
福
祉
課
保
健
衛
生
係

（
８
０
９
６
７
６

。
２

・
１
１
１

１
）
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間
／
６
月
１
日

（土
）

か
ら
１５
日

（土
）

■
定
員
／
２０
人

（定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
）

■
受
講
料
／
無
料
と
し
、
全
課
程

を
修
了
し
た
方
に
は
修
了
証
を
交

付
す
る

■
実
施
期
日
及
び
内
容

■
と
　
き
／
７
月
１８
日

（木
）
午

前
１０
時
３０
分
か
ら
午
後
０
時
３０
分

■
と
こ
ろ
／
熊
本
女
子
大
学

熊
本
市
健
軍
町
水
洗
２
４
３
２
１

■
試
験
科
目
／
衛
生
法
規
、
公
衆

衛
生
学
、
栄
養
学
、
食
品
学
、
食

品
衛
生
学
、
調
理
理
論

■
受
験
資
格
／
学
校
教
育
法
第
四

十
七
条
に
規
定
す
る
者
で
、
飲
食

店
や
給
食
施
設
に
お
い
て
、
二
年

以
上
調
理
の
業
務
に
従
事
し
た
者

■
願
書
受
付
期
間
／
６
月
１０
日
（月
）

か
ら
１４
日

（金
）
ま
で

受
付
時
間
は
午
前
９
時
か
ら
午
後

４
時
３０
分
ま
で

■
提
出
書
類
／
受
験
願
書
、
履
歴

書
、
写
真

一
枚

（縦
五
セ
ン
チ
、

横
四

・
五
セ
ン
チ
）

■
受
験
手
数
料
／
五
千
円
の
熊
本

県
収
入
証
紙

■
提
出
先
／
阿
蘇
保
健
所

（郵
送

で
の
提
出
は
認
め
ま
せ
ん
）

■
問
い
合
わ
せ
先

県
衛
生
部
衛
生
総
務
課
栄
養
係

（
８
０
９
６

・
３
８
３

・
１
１
１

１
　
内
線
３
８
５
８
）
ま
た
は
、

阿
蘇
保
健
所

（
８
０
９
６
７

・
３

２

・
０
５
３
５
）

藤ゴ
月耐

町
長

・
町
議
を

同
時
開
票

午
後
七
時
三
十
分
か
ら
町
林
業

総
合
セ
ン
タ
ー
で
始
ま

っ
た
開
票

作
業
は
二
台
の
ビ
ル
コ
ン

（自
動

計
数
機
）
を
使
い
、
町
長

・
町
議

が
同
時
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

着
々
と
開
票
が
進
む
な
か
、
八

時
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
三
十
分
ご
と

〆
　
』

に
中
開
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
町
長
の
開
票
で
は
、
八
時
三

十
分
現
在
で
今
村
博
信
氏
二
千
四

百
票
、
津
留
今
朝
寿
氏
二
千
票
の

得
票
発
表
。
さ
ら
に
八
時
四
十
五

分
に
最
終
発
表
が
行
わ
れ
、
今
村

博
信
氏
が
三
千
八
十
四
票
、
津
留

今
朝
寿
氏
が
二
千
九
百
二
十
二
票

の
得
票
発
表
で
、
今
村
氏
が
百
六

十
二
票
の
差
を

つ
け
て
初
当
選
し

ま
し
た
。

九
時
十
五
分

新
町
議
１６
人
が
誕
生

一
方
、
町
議
会
議
員
の
開
票
は
、

記
名
式
と
い
う
こ
と
も
あ

つ
て
選

別
に
時
間
が
長
く
か
か
り
、
中
間

発
表

（八
時
、
八
時
三
十
分
）
の

あ
と
九
時
十
五
分
に
最
終
発
表
が

行
わ
れ
、
新
町
議
十
六
人
が
誕
生

し
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
各
候
補
者
の
応
援

の
方
が
多
数
集
ま
り
、
緊
張
し
た

面
持
ち
で
開
票
状
況
を
見
守

っ
て

い
ま
し
た
が
、
中
間
発
表
が
掲
示

板
に
張
り
出
さ
れ
る
た
び
に

一
喜

一
憂
し
て
い
ま
し
た
。

開
票
の
結
果
、
現
職
十
二
人
、

新
人
四
人
の
当
選
が
確
定
し
ま
し

た
。
な
お
、
候
補
者
別
開
票
結
果

及
び
投
票
区
別
投
票
率
は
六
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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心の豊さ求めたい

第4代高森町長になられた

今村博信さん (54)

「町内をくまなく回って見て、お

年寄 りが多くなったなあというのが

実感」と開ロー番の今村新町長。

合併初代町長の故今村観象さんを

父に持つ新町長は、昭和11年 6月 21

日生まれ。「中学校の時、絵の先生に

出会ったのがきっかけで絵を描き始

めたが、東京で行われた防犯コンク

ールで入選 したこともある」と。温

厚で笑顔の絶えない今村町長は 「人

が生き生きと暮らせる人間環境を作

り、心の豊さを求めたい」と抱負。

絵画グループ 「土曜会」に所属する

など文化活動も熱心。

家族は、奥さんの春代さん (52歳 )

と、長男の大心さん (27歳 )、 長女信

代さん (24歳 )の 4人暮らし。
趣味は絵画と書。特技は水泳のほ

か、スポーツはなんでもOK。

■
場

所

林
業
総
△

セ
ン
タ
|

ら
れ
、
午
後
八
時
四
十
五
分
に
町
長
の
開
票
が
終
り
、
新
人
の
今

村
博
信
氏
が
同
じ
く
新
人
の
津
留
今
朝
寿
氏
を
抑
え
初
当
選
を
果

た
し
、
合
併
後
四
代
目
の
新
し
い
町
長
に
確
定
し
ま
し
た
。　
一
方

新
町
議
十
六
人
も
同
九
時
十
五
分
に
誕
生
し
ま
し
た
。

自動車税の納期は

5月 31日です
自動車税は、道路建設改良など

の重要な財源となるもので、 4月

1日 現在で陸運局に登録されてい

る所有者に課税されます。

納期限は 5月 31日 です。県から

送付された納税通知書により、最

寄りの金融機関 (銀行・郵便局・

農協など)で納めてください。な
お、ご不明の点に付きましては、

県阿蘇事務所税務課 (80967-22-

1111)にお尋ねください。   .
国税専門官試験 ■■

◆受験資格/昭和39年 4
ら昭和45年 4月 1日 まで

た方。学歴は間いません

は大学卒業程度となっ

1日

月 2日 か

に生まれ

が、試験

います。.

ら20日 ま .◆受付期間/5
で

◆問い合

詳 しレ

二課

て

か

( または、.

=.22・ 0551).に

い 。

家
庭
看
護
教
室
受
講
生

阿
蘇
保
健
所

12
月
18
日

ｎ
月

２０

日

１０

月

１６

日

９

月

１８

日

８

月

２１

日

７

月

１７

日

１３

一

３０

～

日
　

時

・
知

っ
て
お
き
た

サ
ー
ビ
ス
　

　

（

Vの

修い
了福
式祉

排
泄
の
世
話

・
病
人
の
食
事

・
食
事
の
さ
せ
方

・
日
の
な

か
の
手
入
れ

か
ら
だ
の
清
潔

・
病
人
の
身
の
ま
わ
り
の
整

え
方
・
気
持
ち
の
よ
い
休
ま
せ
方

・
起
こ
し
方

・
病
人
の
気
持
ち
と
介
護
者

の
心
構
え

。
病
人
の
観
察

（開
講
式
）

内

　

　

　

容

県
調
理
師
試
験

5/27日 (月 )6/5日 (水)17日 (月 )時間 9時～15時 (16)

中開発表を行う選挙長

(3)

お 知 ら せ

,相1談相 1談‐閂 畷

募 集

「

″

_菫

ヽ

ｉ
‐
・
●

●

一
一饉

』
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趨



新町議会議 員
後
藤
英
範
さ
ん
∞

児
王
国
広
さ
ん
０

甲
斐
　
裁
さ
ん
０

瘍 瘍 瘍 瘍 瘍 瘍 瘍 瘍

佐
伯
金
也
さ
あ

本
田
嘉
達
さ
ん
①

杉
永
竹
範
さ
ん
団

私
た
ち
が

選
ん
だ

議
員
さ
ん

本
田
国
男
さ
ん
０

瀬
井
常
助
さ
ん
０

鯰

よ

ろ

し
く

／

題「おかあさんのかお
(紙版画

題「おかあさんのかお」
(紙版画 )

年長組

まつもと みわ さん

」
)

桐
原
郁
雄
さ
ん
０

山
村
英
男
さ
ん
０

本
田
生

一
さ
ん
⑩

遠
山
哲
夫
さ
ん
⑩

中
山
昭
男
さ
ん
０

熊
谷
績
雄
さ
ん
０

年長組

あらまき くらんど くん

宇
藤
茂
吉
さ
ん
⑩

●●
一
安
万
寿
子
先
生
か
ら
…
…
バ
ー
マ
の
と
こ
ろ
じ
む
ず

一
が
し
い
と
い
っ
て
正
夫
し
な
が
ら
つ
＜
り
ま
し
た
ね
。

一
髪
の
長
い
お
が
あ
さ
ん
の
顔
が
ち
が
ら
づ
よ
＜
出
来

一
あ
が
り
ま
し
た
。

一
藤
丼
宏
美
先
生
が
ら
…
…
も
く
も
＜
と
画
用
紙
に
む

一

一
か
っ
て
つ
＜
り
あ
げ
た
お
が
あ
さ
ん
の
顔
、
じ
よ
う
一

一
ず
に
で
き
ま
し
た
ね
。
髪
の
が
た
ち
や
顔
の
が
た
ち
一

一
な
ど
、
と
く
に
お
日
さ
ん
に
似
て
い
る
よ
う
で
す
。
一

ぶ
り
返
し
　
瓦
の
降

つ
て
来
る
震
度

足
の
裏
、
マ
メ
が
当
選
物
語
る

転
勤
し
て
　
さ
あ
人
生
の
二
回
戦

ぶ
り
返
し
　
紅
梅

つ
ゝ
む
ば
た
ん
雪

ぶ
り
返
し
　
疑
惑
の
渦
ア
太
り
出
し

待
合
室
　
柱
時
計
も
童
旦寝
中

う
す
と
ろ
さ
　
仮
病
見
舞
イ
ご
ざ

っ
と
る

待
合
室
　
別
れ
た
時
の
ま
ゝ
だ

っ
た

転
勤
し
て
　
ま
だ
通
訳
の
手
放
せ
ん

美
し
き
ま
ま
に
椿
の
落
花
か
な

春
霞
浮
き
た
る
さ
ま
の
阿
蘇
五
岳

風
邪
こ
じ
れ
髪
染
む
日
無
く
春
遠
し

霞
み
込
む
白
線
頼
り
ぬ
阿
蘇
路
か
な

ひ
と
本
の
く
ず
れ
し
土
手
に
柳
伸
び

焼
き
あ
と
は
廃
屋
の
庭
辛
夷
咲
く

柔
ら
か
き
下
萌
え
濡
れ
て
な
お
や
わ
く

山
住
み
の
春
茸
干
す
音
今
日
も
暮
れ

■

●   ●

住
吉
昭
泰
さ
ん
ｍ

晨業、高森、熊本逓信講

習所卒、県文化財保護指

導委員、当2

〇高小卒=高等小学校卒業の略   (写真=熊 日新聞提供)

（阿
蘇
御
神
火
会
）

（河
原
す
す
き
の
句
会
）

岡
本
　
琴
司

田
上
黙
公
子

馬
原
　
馬
笑

松
野
　
笑
声

阿
部
タ
ツ
エ

森

　

正
六

後
藤
や
よ
い

森
　
　
政
隆

本
田
　
訓
子

後
藤
　
法
龍

本
田
　
初
雄

後
藤
あ
ら
し 0件

熊 掘 浦 林 林
川 田 塚  田

豊 蘇 南 不 一
泉 仙 天 忘 声

(4)

会社役員、上色見、高森

中卒、元町駐在員、元農

業委員、当 2

会社会長、永野原、河原

中卒、町商工会理事、総

務副委員長、当2

農業、尾下、野尻中卒、

元農業委員、元町社会教

育委員、当 3

農業、高森、熊本農卒

保護司、元町農協理事

当 3

会社員、高森、熊農高卒、

熊農南園会高森支部事務

局長、当 1

無職、高森、高小卒、少

年補導員、町監査委員、

当 4

農業、色見、高小卒、元

農業委員、元畜産組合理

事、当2

司法書士補、高森、鎮西

簿記卒、議長、元高森小

育友会長、当8

農林業、中、阿蘇農卒、

阿蘇南部農業共済副組合

長、当 4

農業、上色見、県伝習農

場卒、町体育指導員、元

消防分団長、当 1

農業、津留、高小卒、元

町森林組合理事、元消防

団副団長、当 3

会社役員、高森、高森高

卒、元農業委員、元町農

協理事、当 1

会社役員、高森、中大卒、

企業誘致委員長、元郡 P
連会長、当3

農業、菅山、高小卒、元

町農協理事、元農業委員、

当3

農業、津留

野尻農協長

理事、当 1

高小卒、元

元共済組合

亀

，
一

藤螂興電

軒ヽ ‐
闇

肥

後

狂

句

ヒ

ト

　

　

・

―

　

・
ｎ

リ

欄

γ
　

．
　

七

「―
ク
ル
紹
介
は
都
合
に
よ
り
お
休
み
し
ま ヽ

１

、

暉
=栃|■1111亥
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写真を

広報係へご連絡 下 さ い

● 2.1111

毎
朝
、
新
水
前
寺
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ

に
乗
り
立
野
駅
で
レ
ー
ル
バ
ス
に

乗
り
換
え
ま
す
。
市
内
を
通
り
抜

け
、
車
窓
の
風
景
に
緑
が
多
く
な

れ
ば
、
も
う
広
大
な
大
自
然
に
囲

ま
れ
る
阿
蘇
で
す
。
新
鮮
な
空
気

の
に
お
い
が
私
に
や
る
気
を
出
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。

や
が
て
根
子
岳
が
見
え
は
じ
め

る
と
私
の
敬
愛
す
る
高
森
町
で
す
。

好
き
で
す
。
晴
れ
た
日
も
曇

つ
た

´
日
も
、
雨
の
日
も
風
の
日
も
。
毎

日
毎
日
違

っ
た
景
色
が
見
れ
ま
す
。

自
然
が
こ
ん
な
に
美
し
く
優
し
い

な
ん
て
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
熊

本
市
内
と
あ
ま
り
に
違
う
別
世
界

で
す
。
そ
ん
な
理
想
郷
に
運
ん
で

く
れ
る
。
レ
ー
ル
バ
ス
乗
務
員
の

お
じ
さ
ん
た
ち
も
優
し
く

っ
て
、

遅
れ
て
く
る
人
の
た
め
に
い
つ
も

出
発
を
待

っ
て
あ
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
が
ど
ん
な
に
遅
れ
た

っ
て
、
や

っ
ぱ
り
待

っ
て
い
て
く

れ
ま
す
。
そ
こ
に
は
優
し
さ
に
根

ざ
し
た
「お
互
い
に
理
解
し
よ
う
」

と
い
う
気
持
ち
と
、
人
を
信
じ
あ

う

「安
心
感
」
が
あ
る
よ
う
に
思

え
ま
す
。

元
年
十
月
。
阿
蘇
中
岳
の
噴
火

の
時
と
て
も
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

初
め
て
灰
を
見
た
と
き
、
小
雨
が

降

っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
、
知
ら

ず
に
歩
い
て
い
ま
し
た
。
私
は
そ

れ
ま
で
、
灰
が
降
る
な
ん
て
鹿
児

島
県
だ
け
だ
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。

高
森
高
校
３
年

有
馬
）
　

・史

そ
の
年
の
十
二
月
二
十

一
日
、

ひ
ど
く
灰
が
多
か

っ
た
よ
う
に
思

い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
レ
ー
ル

バ
ス
が
朝
か
ら

一
台
も
立
野
駅
ま

で
着
か
ず
、
待
ち
に
待

っ
て
や

っ

と
来
た
と
き
に
は
、
す
で
に
学
校

に
間
に
合
う
時
間
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
中
学
生
は
喜
ん
で
い

ま
し
た
が
、
何
と
こ
の
日
は
中
間

考
査
の
日
で
し
た
。

そ
し
て
、
去
年
の

一
月
十
六
日
。

あ
の
大
雪
の
日
に
は
思
い
っ
き
り

感
動
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
あ
ん
な

に
深
い
銀
世
界
を
見
た
の
は
初
め

て
で
し
た
。
窓
か
ら
は
自

一
色
し

か
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
深
い
雪

の
中
を
や

っ
と
の
思
い
で
学
校
に

着
く
と
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
が

「よ

う
来
れ
た
ね
え
。
今
日
、
も
う
来

ん
か
と
思

っ
た
け
ん
」
と
口
々
に

言
い
ま
し
た
。
そ
の
日
、
あ
ま
り

感
動
し
過
ぎ
た
の
か
、
そ
の
日
か

ら
三
日
間
、
私
は
風
邪
の
た
め
学

校
を
休
み
ま
し
た
。

思
い
出
も
こ
ん
な
素
晴
ら
し
く

嬉
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ひ
と

つ
だ
け
残
念
な
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
こ
れ
か

ら
何
年
か
先
に
、
長
陽
の
自
川
第

一
鉄
橋
が
ダ
ム
建
設
の
た
め
に
通

れ
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

日
に
日
に
ダ
ム
建
設
は
進
み
、
こ

の
先
い
つ
か
は
あ
の
鉄
橋
か
ら
の

素
晴
ら
し
い
風
景
を
見
下
ろ
せ
な

く
な
る
の
か
と
思
う
と
悲
し
く
思

わ
れ
ま
す
。

私
は
レ
ー
ル
バ
ス
で
通
学
を
始

め
、
こ
の
二
年
間
で
と
て
も
変
わ

り
ま
し
た
。
レ
ー
ル
バ
ス
だ

っ
て

私
が
高
校
に
入
学
し
た
当
時
に
比

べ
れ
ば
ず
い
ぶ
ん
変
わ

っ
た
と
思

い
ま
す
。
大
き
く
い
え
ば
二
つ
あ

り
ま
す
。
ま
ず

一
つ
は
時
刻
表
で

す
。
市
内
か
ら
の
通
学
生
な
ん
て

私
ぐ
ら
い
の
も
の
で
し
た
か
ら
、

土
曜
の
ト

ロ
ッ
コ
列
車
、
ま
た
Ｊ

Ｒ
と
の
待
ち
時
間
が
長
か

っ
た
り

と
、
な
か
な
か
接
続
が
な
く
て
困

り
ま
し
た
。
そ
れ
が
そ
の
う
ち
、

市
内
か
ら
の
通
学
も
増
え
、
Ｊ
Ｒ

の
ダ
イ
ヤ
改
正
と
共
に
学
校
の
朝

課
外
や
登
下
校
に
も
間
に
合
う
よ

う
に
な

っ
た
の
で
す
。
と
て
も
助

か
り
ま
し
た
。

も
う

一
つ
は
テ
ー

マ
ソ
ン
グ
で

す
。
初
め
は
ま
さ
か
レ
ー
ル
バ
ス

に
テ
ー

マ
ソ
ン
グ
が
あ
る
な
ん
て

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
「南
阿
蘇
鉄

道
」
と
題
し
た
歌
が
、
な
ん
だ
か

現
代
に
合
わ
な
く

っ
て
古
く
さ
い

と
思

っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

大
阿
蘇
を
思
わ
せ
る
力
強
い
男
の

人
の
歌
で
し
た
が
、
今
は
女
の
人

が
歌
う
新
し
い
歌
に
変
わ
り
ま
し

た
。
私
と
し
て
は
、
や

っ
ぱ
り
前

の
歌
の
ほ
う
が
好
き
で
し
た
。

駆
け
足
で
過
ぎ
た
二
年
間
は
私

の
財
産
で
す
。
そ
し
て
そ
の
思
い

で
に
レ
ー
ル
バ
ス
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
な
ぜ
な
ら
、
大
好
き
な
学
校

に
通
う
た
め
の
唯

一
の
交
通
機
関

だ
か
ら
で
す
。
私
に
と

つ
て
は
、

い
わ
ば
異
世
界
へ
の
通
路
で
あ
り
、

二
つ
の
世
界
を
結
ぶ
た

っ
た

一
つ

の
レ
ー
ル
ロ
ー
ド
な
の
で
す
。

私
は
あ
と

一
年
で
卒
業
し
ま
す
。

し
か
し
、
母
校
に
は
毎
年
、
市
内

か
ら
の
通
学
生
も
増
え
、
こ
れ
か

ら
先
も
ず

つ
と
南
阿
蘇
鉄
道
を
利

用
し
続
け
る
で
し
よ
う
。
そ
し
て

ま
た
、　
一
人

一
人
が
こ
の
大
自
然

に
感
動
し
、
レ
ー
ル
バ
ス
に
感
謝

す
る
こ
と
で
し
よ
う
。

こ
の
作
文
は
、
南

阿
蘇
鉄
道

五
周
年
記
念
事
業
の

一

た

っ
た

一
つ
の
レ
ー
ル
ロ
ー
ド

高森高校3年

有馬 史 さん

得 票 数 新 。現
元の別
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無新

当  3, 084

当 375

次
（
∠ 922

得 票 数

447

430

421

413

380.690

●
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無 現

無 現

無現

無新

現
別
。

の一九

社現
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当

当

当

当

当

当

当

当

当

当
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370

当 355_379 無現

当 322.827 無 現

当 318.929 無新

304 無 現

303 無新

295 無現

226 無現

218

次 212.172 無新

効投票数 6,006
効投票数 59 ◆投票総数 6,065
有

無

◆

◆

祝
賀
会
で
発
表
さ
れ
た
も
の
を
抜
す
い
し
ま
し
た
。
一
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別 投 票 率

町長・町議選

候補者名

今村 1専信

津留今朝寿

投 票 場 所 の

選挙当日

有権者数

投 票 者 数
投票率

男 女

基幹集落センター 297 130 147 93.27

2 菅 山集 会 所 126 53 66 94_44

芹 口集 会 所 212 97 104 94.81

1分団2部消防詰所 205 92 104 95.61

ｒ
０ 中村 集 会 所 133 60 69 96.99

草部北部小学校 182 80 89 92.86

村 山 公 民館 627 272 313 93.30

旧高森保育園 2,124 914 1,091 94.40

南 公 民 館 499 217 264 96.39

10 高森農協色見支所集会所 529 254 252 95.65

11 上色見小学校 468 215 238 96.79

12 林業センター 432 187 206 90.97

13 永 野 集 会 所 82 32 43 91.46

14 尾 下 小 学 校 153 75 74 97.39

15 鶴 林 豊 成 宅 36 17 19 100.00

16 河 原 公 民館 165 78 81 96.36

17 岩 下 松 士 宅 58 28 30 100_00

18 工藤 光 高 宅 79 35 39 93.67

計
‐ 6,407 2,836 3,229 94.66

候補者名

後藤 英範
甲斐  裁
児王 国広
桐原 郁雄
佐イ白 金也
本田 国男
宇藤 茂吉
山村 英男
本田 嘉達
瀬井 常助
本田 生一
中山 昭男
杉永 竹範
住吉 昭泰
遠山 哲夫
熊谷 績男
瀬井 静人

県

議

選

（本
町
分
）

投
票
率
八
九

。
六
九
％

九
十
年
代
前
半
の
県
政
の
動
向
を
占
う
県
議
会
議
員

選
挙
は
四
月
七
日
投
票
、
町
で
は
即
日
開
票
を
行
い
ま

し
た
。
投
票
は
、
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
、
町
内
十

八
か
所
の
投
票
所
で
行
わ
れ
、
投
票
率
は
八
九

・
六

九
％
で
し
た
。
こ
れ
は
前
回

（昭
和
六
十
二
年
）
の
九

二

。
三
三
％
に
比
べ
二

・
六
四
％
低
い
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
本
町
の
候
補
者
別
得
票
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

4月 7日 執行

開票結果 (本町分)の

候 補 者 名 得票数

草 村   照 3,557

堤   泰 宏 2,013

北 里 達之助 97

山 本   靖 68

計 5,735

●
■
．

‐―●

町長選の開票結果

町議選の開票結果



二
期
八
年
間
に
わ
た
り
町
政
に
携
わ

っ
て
こ
ら
れ
た
瀬
井
浪
夫
町

長
の
勇
退
に
伴
う
退
任
式
が
四
月
二
十
六
日
、
町
林
業
総
合
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
職
員
を
前
に
瀬
井
町
長
は

「
二
期
八
年
間
、
産
業

・
教
育

・
観

光
振
興
の
三
本
を
柱
に
全
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。
今
後
は

一
町
民
と

し
て
、
町
の
発
展
に
寄
与
し
た
い
」
と
退
任
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
岩
下
収
入
役
が

「県
庁
勤
務
を
含
め
役
場
職
員

と
し
て
、
そ
し
て
町
長
と
し
て
五
十
年
の
長
き
に
わ
た
り
行
政
に
携

わ
ら
れ
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
今
後
は
新
町
長
の
元
で
職
員

一
丸
と

な

っ
て
町
の
発
展
に
努
め
ま
す
」
と
お
別
れ
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

高
森
の
限
り
な
い
発
展
を
願
う

前
町
長
　
瀬
井
　
浪
夫

（七
十
歳
）

化
の
問
題
、
環
境
破
壊
の
問
題
な

ど
な
ど
、
今
後
の
行
政
に
課
せ
ら

れ
ま
し
た
問
題
は
山
積
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
厳
し
く
か
つ
重
要
な

時
期
に
、
若
さ
の
み
な
ら
ず
卓
越

し
た
人
格
見
識
を
有
す
る
今
村
新

町
長
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
こ
と
を
皆
様
と
共
に
お
喜
び
申

し
あ
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

今
や
町
民
相
和
し

一
九
と
な

っ

て
、
ふ
る
さ
と
造
り
に
取
り
組
む

べ
き
大
事
な
時
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
町
民
の
皆
様
が

一
致
協

力
さ
れ
新
町
長
の
元
で
ふ
る
さ
と

高
森
の
限
り
な
い
発
展
に
お
力
添

え
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
退
任
の
ご
あ
い
さ

つ
と
致
し
ま
す
。
終
り
に
皆
様
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

目
に
し
み
る
よ
う
な
新
緑
の
間

に
、
さ
わ
や
か
な
高
原
の
風
が
薫

る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
五
十
八
年
か
ら
二
期
八
年

間
、
町
議
会
、
執
行
部
を
は
じ
め

町
民
の
皆
様
の
多
大
な
る
ご
協
力

新
婚
後
継
者
の
皆
さ
ん

頑
張
っ
て
＜
だ
さ
い

町
の
将
来
を
担
う
後
継
者
の
結

婚
を
祝
い
、
そ
の
育
成
と
地
域
産

業
の
発
展
を
図
ろ
う
と
四
月
十
九

日
、
後
継
者
育
成
補
助
金
の
交
付

式
が
町
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
町
の
後
継
者
で
結
婚
さ

れ
た
の
は
十
二
組
。
式
に
は
、
高

森

。
昭
和
の
松
木
泰
司

（３１
）

・

和
美

（３１
）
さ
ん
夫
婦
を
は
じ
め
、

農
林
業
、
商
工
業
の
後
継
者
九
組

の
新
婚
さ
ん
が
出
席
。
瀬
井
町
長

が

「将
来
の
高
森
町
の
発
展
の
た

め
、
力
を
合
わ
せ
て
頑
張

っ
て
く

だ
さ
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
あ
と
、

一
組

一
組
の
夫
婦
に
三
万
円
の
定

期
預
金
証
書
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

を
賜
わ
り
、
大
過
な
く
町
長
の
責

務
を
全
う
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
こ
と
に
対
し
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

在
職
中

「高
森
町
振
興
基
本
計

画
」
に
基
づ
き
、
環
境
整
備

・
産

業
振
興

・
教
育
振
興
な
ど
を
重
点

に
町
政
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し

た
が
、
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
ほ

ぼ
計
画
に
沿

っ
た
実
現
が
で
き
、

二
十

一
世
紀

へ
向
け
て
の
町
づ
く

り
の
基
礎
固
め
が
で
き
た
も
の
と

確
信
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
過
疎
の
問
題
、
高
齢

草
部
南
部
小
学
校
の
父
母
ら
が
、
年
間
を

通
し
て
小
学
生
を
預
か
る

「く
さ
か
べ
山
村

留
学
制
度
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
四
月
六
日
、

二
人
の
児
童
を
迎
え
て
吉
見
神
社
で
受
入
れ

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
「山
村
の
宝
の
自
然
を
都
会

の
子
供
た
ち
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ム
ラ
の
子
供
や
親
自
身
の
刺
激
に
つ
な
げ
、

ふ
る
さ
と
を
見
つ
め
直
そ
う
」
と
二
月
に
山

村
留
学
育
成
会

（遠
山
哲
夫
会
長
）
を
発
足

さ
せ
募
集
し
て
い
た
も
の
で
す
。

式
で
は
、
神
事
の
あ
と
里
親
に
な
ら
れ
る

定期預金証書を手渡す瀬井町長

吉見神社で行われた山村留学受入式

●   ●

●

革
部
山
村
目
学
が
ス
タ
ー
ト

戦没者のめい福を祈り焼香する遺族のみなさん

今村新町長へ事務引継
5月 1日 、:瀬井前町長 (左)か ら今村新町長に事務引

き継ぎが行われ、固い握手が交わされました。

全職員の拍手に送られ、笑顔で役場を

退庁される瀬井町長

(6)

●

平
和
へ
の
誓
い
新
た
に
追
悼
式

戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
四
百
三
十
柱
の
霊

を
慰
め
る
町
戦
没
者
追
悼
式
が
、
今
年
も
四

月
九
日
か
ら
十

一
日
ま
で
の
三
日
間
、高
森
、

草
部
、
野
尻
の
二
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

野
尻
の
林
業
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
式
に

は
遺
族
な
ど
約
五
十
人
が
出
席
。
瀬
井
浪
夫

町
長
や
県
阿
蘇
事
務
所
長
代
理
、
野
尻
地
区

遺
族
会
会
長
の
甲
斐
新
さ
ん
ら
が

「終
戦
後

四
十
六
年
の
月
日
が
流
れ
ま
し
た
。
イ
ラ
ク

の
ク
ウ

ェ
ー
ト
侵
攻
に
よ
り
湾
岸
戦
争
に
発

展
し
ま
し
た
が
、
停
戦
と
な
り
安
心
し
て
い

下
切
の
甲
斐
幸

一
さ
ん
０
と
草
部

・
灰
原
の

田
上
美
男
さ
ん
ｍ
夫
妻
に
委
嘱
状
が
渡
さ
れ
、

留
学
児
童
家
庭
と
固
い
握
手
。
こ
の
あ
と
、

同
小
緑
の
少
年
団
員
約
十
名
が

「勉
強
や
ス

ポ
ー
ツ
に
頑
張
ろ
う
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

留
学
し
た
の
は
、
熊
本
市
の
加
島
祐
司
君

国
＝
六
年
＝
と
福
岡
県
粕
屋
郡
宇
美
町
の
荒

木
伸
也
君

（七
つ
）
＝
二
年
の
二
人
で
、
甲

斐
さ
ん
と
田
上
さ
ん
方
か
ら
元
気
に
通
学
し

て
い
ま
す
。
「子
供
が

一
人
増
え
た
と
思

っ
て

一
生
懸
命
育
て
ま
す
」
と
甲
斐
さ
ん
た
ち
は

話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
す
。
今
後
も
、
自
由
と
平
和
を
守
り
暖
か

い
ふ
る
さ
と
作
り
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
」

と
追
悼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
読
経
が
流
れ
る
中
、
各
地
区
の

遺
族
代
表
者
な
ど
が
次
々
と
仏
前
に
焼
香
を

し
て
戦
没
者
の
御
霊
を
慰
め
る
と
共
に
平
和

へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

(13)
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町
の
話
題

話題がありま

したら、お知

らせください。

企画課

広報統計係

(4② llll)

南
阿
蘇
鉄
道
で
は
、

開
業
当
時
の

〃
地
域
の

足
を
守
ろ
う
″
と
い
う
沿
線
住
民

の
熱
意
を
呼
び
戻
そ
う
と
、
開
業

五
年
間
の
締
め
く
く

り
と
な
る
三
月
二
十

一
日
、
独
立
を
テ
ー

マ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト

「サ
ポ
ー
ト

・
ワ
ン

セ
ル
フ
」
が
催
さ
れ
、

四
月
か
ら
民
営
化

ヘ

の
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
は
、
高
森
駅
の
記
念

発
車
式
で
始
ま
り
、
高
森
保
育
園

児
ら
が
運
転
士
に
花
束
を
贈

っ
た

あ
と
、
鮫
島
政
志
君

（六

つ
）
の

合
図
で
く
す
玉
を
割

っ
て
レ
ー
ル

バ
ス
が
発
車
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
町
林
業
総
合
セ
ン
タ

ー
で
関
係
者
約
二
百
人
が
出
席
し

て
祝
賀
会
が
開
か
れ
、
瀬
井
浪
夫

社
長
や
永
田
武
夫
九
州
運
輸
局
鉄

道
部
長
ら
が

「南
阿
蘇
の
産
業
、

文
化
の
発
展
の
た
め
に
さ
ら
に
頑

張
り
ま
し
よ
う
」
と
ぁ
ぃ
さ

っ
、

駅
周
辺
の
美
化
活
動
に
ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
と
し
て
奉
仕
し
て
い
る
本
町

の
昭
和
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
に
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

駅
公
園
で
は
猿
ま
わ
し
シ
ヨ
ウ

や
太
鼓
の
共
演
な
ど
の
ほ
か
特
産

品
市
も
開
か
れ
大
勢
の
人
で
賑
わ

い
ま
し
た
。
ま
た
、
ウ
オ
ー
ク
ラ

リ
ー
に
は
約
四
百
五
十
人
の
親
子

連
れ
が
参
加
、
高
森
の
自
然
を
満

喫
し
て
い
ま
し
た
。

＞
制
服
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
の
ブ
レ
ザ
ー
ス
タ
イ
ル
に

な
り
気
分

一
心
。
人
気
も
上
々
。

く
駅
公
園
で
行
わ
れ
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
は
、
猿
回
し
や
太
鼓
の
競
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

ト
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
に
は
約
四
百
五
十

人
の
親
子
連
れ
が
参
加
。
高
森
の
自

然
を
満
喫
し
ま
し
た
。

民
営
化

へ
新
た
な
ス
タ
ー
ト

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
で
発
車
祝
う

安 全 を祈 って 出 発 式

▲約200人が出席して開かれた祝賀会

(林業総合センター )

●   ●

●   ●

かお建書です
Ｑ
　
父
（７０
歳
以
上
）
が
車

に
は
ね
ら
れ
て
入
院
し
ま

し
た
。
入
院
費
用
や
治
療

に
保
険
が
き
き
ま
す
か
。

Ａ
　
交
通
事
故
の
場
合
に
は
保
険

医
療
を
受
け
ら
れ
な
い

（自
費
診

療
）
と

一
般
に
言
わ
れ
る
こ
と
が

多
い
よ
う
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な

場
合
も
保
険
医
療
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
交
通
事
故
に
よ
り

治
療
が
必
要
と
な

っ
た
場
合
は
、

本
来
加
害
者

（第
二
者
）
が
治
療

費
を
払
う
べ
き
で
す
が
，
そ
う
す

る
と
手
続
き
が
遅
れ
た
り
し
て
十

分
な
治
療
を
行
う
こ
と
が
で
き
な

い
か
も
し
れ
な
い
た
め
、
ひ
と
ま

ず
保
険
を
適
用
し
て
治
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

そ
し
て
治
療
に
要
し
た
医
療
費

に
つ
い
て
は
、
後
で
加
害
者
に
町

が
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
も
し
治
療
の
前
に
損

害
賠
償
を
受
け
た
と
き
は
、
保
険

で
の
医
療
は
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
交
通
事
故
に
あ
わ
れ
た

時
は
町
役
場
に
被
害
届
け
を
提
出

す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
詳

し
い
こ
と
は
、
役
場
町
民
課
健
康

保
険
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
　
つ

い
。
（
圏
②
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
）

老
人
福
祉

Ｑ

＆
Ａ

(12)

「
ハ
イ
、
こ
の
村
が

い
ち
ば

ん
好

き

で
す
」

と
、
さ
わ
や
か
な
答
え
が
す
ぐ
に

返

っ
て
く
る
の
で
す
。

ど
ん
な
に
小
さ

い
村

で
も
、
何

百
年
、
い
や
何
千
年

の
歴
史
が
培

っ
て
く
れ
た
風
土
が
あ
る
の
で
す
。

ど
ん
な
に
人
口
が
す
く
な
く
と
も
、

日
本

に

一
つ
し
か
な

い
の
だ
と
、

子
供

の
こ
ろ
か
ら
ふ
る
さ
と
を
愛

す
る
心
を
は
ぐ
く
む

こ
と
が
、
真

の
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
に
な
る
の

だ
と
思

い
ま
す
。

ほ
か
の
ま
ち
に
は

マ
ネ

の
で
き

な

い
ふ
る
さ
と
―

上
里
々
と
胸
を

張

っ
て
そ

の
名
を

い
え
る
よ
う
に

す
る

こ
と
が
、
い
ま

こ
そ
必
要
な

気
が
し
て
な
ら
な

い
の
で
す
。

日
本
ふ
る
さ
と
塾
主
宰萩

原
　
茂
裕

V

(14)

う
の
で
す
。
・悲
し
い
こ
と
だ
と
思

わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

村
民
の
み
ん
な
が

ス
キ
ー
を
習
っ
た

長
野
県
に
野
沢
温
泉
村
と
い
う

人
口
四
千
八
百
人
余
り
の
小
さ
な

村
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
村
に
つ
い

て
は
前
に
も
触
れ
ま
し
た
が
、
村

お
こ
し
の
材
料
と
し
て
、
村
民
た

ち
が
力
を
合
わ
せ
て
ス
キ
ー
場
を

作
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
自
分
た
ち
で
作

っ
た
ス
キ
ー
場
を
、
そ
つ
く
り
村

へ
寄
付
し
、
村
営
の
ス
キ
ー
場
と

し
ま
し
た
。
こ
れ
が
予
想
も
し
な

か
っ
た
成
果
を
上
げ
、
い
ま
や
日

本
一
豊
か
な
村
だ
と
い
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

い
や
、
野
沢
温
泉
村
の
素
晴
ら

し
い
と
こ
ろ
は
、
そ
の
次
の
ス
テ

ッ
プ
で
し
た
。
村
民
の
み
ん
な
が

ふ
る
さ
と
を

愛
す
る
心
を
は
ぐ
く
む

ス
キ

ー
を

習

っ
た

の

で
す

。
と

り

わ

け

子
供

た

ち

に
、
徹

底

し

て

ス

キ

ー

を

教

え

ま

し
た

。

こ
れ

は

、

よ
そ

で
は
な

か
な
か

で
き
ま
せ
ん
。

ス
キ

ー

場

が
あ

っ
て
も

、
ふ

も
と

に
住

ん

で

い
る
人

は
、

ス
キ

ー

の

で
き
な

い
人
が
た

く
さ

ん

い
る
所

が
多

い
の

で
す

か
ら

。

子
供

た

ち

に

ス
キ
ー

を
教

え

た

結

果

、

こ
の
村

に
は

オ

リ

ン
ピ

ツ

ク
出

場
経

験
者

が

八
人
、

ワ
ー

ル

ド

カ

ッ
プ

世

界

選
手
権

に
出

場

し

た

人
た

ち

が
、
約

二
十

人
、

そ

し

て
、
さ

ま
ざ

ま
な
競

技
会

の
タ

イ

ト

ル
を

も

つ
た

人
た

ち

が

、
九

十

人

以
上

も

い
ま
す

。
人

口
比
率

で

い
え

ば

世

界

一
だ

そ
う

で
す

。

子
供
た
ち
の
顔
が

輝
い
て
見
え
る

野
沢
温
泉
村
に
行

っ
て
驚
く

の

は
、
子
供
た
ち

の
顔
が
生
き
生
き

と
輝

い
て
見
え
る

こ
と

で
す
。

「き
み
は
、
こ
の
村
が
好
き
で
す

か
？

」

と

尋
ね

る
と

、

ど

の
子
供

も

、

し

て
語

っ
て
く
れ

る
人

は
、
極

め

て
少
な

い
の
で
す

。
大

き
な

ま

ち

に
住

ん

で

い
る
人

は
、
た

め

ら

う

こ
と
な

く

ま

ち

の
名

を

い

い
ま
す

が

、

こ
れ

が

小
さ

な

村

だ

と

口
ご

も

り
、
近

く

に
あ

る
大

き
な

ま

ち

の
名

を
答

え

て
ご

ま

か

し

て
し
ま

新

し

い
年
が
始

ま
り
ま
し
た
。

年
末
年
始
を
、
ふ
る
さ
と

で
過
ご

さ
れ
た
方
も
多

い
と
思

い
ま
す
。

そ

こ
で
、
ふ
る
さ
と
に

つ
い
て
考

え

て
み
た

い
と
思

い
ま
す
。

私
は
仕
事
も
含
め

て
、
年
間
の
半
分
以

上
を
、全
国
津
々
浦
々

の
ま
ち
に
出
か
け
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
旅

行
の
途
中
で
、
電
車

や
バ
ス
の
中
で
隣
り

合
わ
せ
た
人
に
声
を

か
け
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
そ
の
人
の

ふ
る
さ
と
の
話
を
聞

き
た
い
か
ら
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
自
分

の
ふ
る
さ
と
を
自
慢

０
′
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楢木野菊夫先生

①高森小教頭

②高森町

③馬見原 (蘇陽町)

④魚つり

⑤定期異動により馬見原小学校よ

り参 りました。何卒よろしくお願

い致します。雄大な阿蘇五岳を眺

めながら、はつらつとした子ども

たちと生活できる喜こびに感謝し

ているところです。 しっかり努力
し明るい学校にしていきます。

児玉邦男先生

①高森小校長

②高森町

③立野小(長陽村)

④書道、スポーツ

⑤初任 3年、途中で12年、教頭で
3年、そして今回の異動で校長。
高森小学校との経は切っても切れ

ません。町民各位の皆様のご支援

を願います。抱負としては、(1)挨

拶をしましょう。(2)交通事故にあ

わないようにしましょう。

田 中裕 子 先 生

①草部南部小教頭

②高森町

囀l③東竹原小備陽町)

④特になし

⑤元気で素直な子供達と心暖かい

保護者のみな様、そして緑豊かな

自然の中、精一杯がんばるしかな

いと思っています。

どうぞよろしくおねがい致しま

す。

緒方夏雄先生

①色見小校長

②高森町

③草部南部小

④音楽、野球、ダンス

⑤高森町に本籍を移 し腰を据えて

8年 目。これからは豊かな自然環
境に恵まれていることを誇りとし、

一つ健康二に性格、そして学力面

に力を注ぎ、地域の方々との連携

を密にし、特色のある学校を目指

し全力を尽くす覚悟です。

西村正敬先生

①高森中教頭

②阿蘇町

③高森中

④ ドライブ

⑤高森中学校に来て 5年 目になり
ます。知っている方々も多いので

安心しています。学校内での役割

は少し違ってきましたが、明るく、

活気のある学校をめざして精一杯

頑張りたいと思います。よろしく

ぉ願いします。

田上悦郎先生

①高森東中校長

②白水村

③高森中

④卓球、魚釣り

⑤教育は保護者・地域の方々の理

解と協力がなくては効果を上げる

ことはできない。心身共に大きく

変容し、心のゆれ動く思春期を、

心豊かにたくましく成長していく

よう、家庭と連携を図り、力を合

わせていきたい。

土肥啓史先生

①野尻小

②熊本市

③岩野小 (鹿本町)

④スポーツ、ギター

⑤ とにかく「子どもたちにとって

価値ある教師」になれることが私

の大きな (すぎる)夢です。子ど
もたち一人ひとりが持っている限

りない可能性を、少しでも多く引

き出して伸ばしてや りたいと思っ

ています。がんば ります |

‐
督
饉

松本春昌先生

①高森中校長

②一の官町

③御所小 (矢部町 )

④散策旅行

⑤ l、 自らの生き方を見つめ意欲

を高める進路指導と学力保護に努

めます。 2、 学習環境を整備しま

す。 3、 校内研修をもとに、初任

者研修を充実させます。 4、 地域

社会・保護者との連携を密にしま

す。

第33回
優良子牛保留奨励品評会

自慢の保留牛が勢ぞろいした品評会

第
二
十
三
回
町
優
良
子
牛
保
留

品
評
会
が
四
月
十
二
日
、
南
阿
蘇

家
畜
市
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

農
家
の
畜
産
意
欲
の
向
上
を
図

り
畜
産
振
興
を
奨
励
し
よ
う
と
町

が
毎
年
開
い
て
い
る
も
の
で
、
農

家
の
人
が
繁
殖
牛
に
す
る
た
め
に

大
事
に
育
て
て
い
る
生
後
十
か
月

か
ら

一
年
十
か
月
ま
で
の
雌
牛
百

十
五
頭

（若
齢
牛
六
十
五
頭
、
壮

齢
牛
五
十
頭
）
の
自
慢
の
子
牛
が

出
品
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
で
は
、
若
齢
、
壮
齢
の
部

ご
と
に
資
質
や
体
型
、
発
育
な
ど

に
つ
い
て
厳
し
い
チ

ェ
ッ
ク
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
南
阿
蘇
畜
協
で
は

「改
良
の
進
歩
が
み
ら
れ
理
想
的

な
牛
が
そ
ろ

っ
て
い
る
。
牛
肉
の

自
由
化
に
対
抗
す
る
た
め
に
は
、

今
後
、
草
地
を
利
用
し
た
放
牧
で

足
腰
の
強
い
牛
を
育
て
、
計
画
交

配
に
よ
る
肉
質
の
良
い
牛
を
育
て

て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
審
査
の
結
果
、
若
齢
の
部

で
中

。
今
村
の
児
玉
邦
昭
さ
ん
の

「参
代
し
げ

つ
る
号
」
が
、
ま
た
、

壮
齢
の
部
で
同
じ
く
中

・
祭
場
の

増
田
喜
久
吉
さ
ん
の

「ひ
の
た
け

号
」
が
そ
れ
ぞ
れ
チ
ヤ
ン
ピ
オ
ン

と
な
り
ま
し
た
。

〈
若
齢
の
部
〉
▼
優
等
賞
　
児
玉

邦
昭
　
▼

一
等
賞
　
宇
藤
　
守
、

岩
下
利
晴
、
自
石
利
男
、
自
石
福

男
、
安
方
康
美
、
住
吉
正
三
、
本

田
貴

一
郎
、
甲
斐
広
国
、
今
村
助

男
、
田
上
幸
人

〈
壮
齢
の
部
〉
▼
優
等
賞
　
増
田

喜
久
吉
　
▼

一
等
賞
　
岩
下
利
吉
、

竹
内
辰
巳
、
後
藤
末
義
、
自
石
政

雄
、
本
川

一
徳
、
甲
斐
秀
国
、
矢

津
田
郭
富
、
自
石
寿
満
男
、
田
上

幸
人

●   ●

●   ●

五 月 晴 れ
「さつき晴れのようなさわやかさ」と

いうとき、風薫る初夏にふさわしい、晴

れわたった青空が連想されます。

しかし、もともと「さつき」といえば

陰暦 5月 の異称で、陽暦では 6月 半ばか

らの 1か月間、つまり梅雨期に当たりま

す。ちなみに、今年の 「入梅」は 6月 1

日、陰暦の 5月 は 6月 12日 からです。

「五月雨」が「さみだれ」と呼ばれて、

つゆ時の長雨をさすことは改めていうま

でもありません。

「さつき雲」は五月雨が降るころのう

っとうしい雲のこと、「さつき川」は五月

雨のために水かさの増した川のことです。

「さつき闇」は、つゆ時の夜の暗さをさ

す言葉として使われてきました。

したがって「さつき晴れ」は、本来は梅

雨期の間の一時的な短い晴れ間をさした

もので、「つゆ晴れ」の同義語だったとい

うわけです。

同じ「五月晴れ」でも、つゆの晴れ間

は「さつき晴れ」、陽暦五月の快晴は「ご

がつ晴れ」と、すっきり区別 して使 うベ

きなのかもしれません。

(11)

若齢の部チャンピオンの「参代しげつる号」と児玉さん

壮齢の部チャンピオンの「ひのたけ号」と増田さん

新
し
い
先
生
で
す

よ
３
し
こ
お
願
い
し
ま
す

③
記
載
順
は
学
校
番
号
順

名
　
地
　
校

学
　
出
　
一副

●
　
②
　
０

績
　
身
●
任

(8)

鷲

饉



彗1饉隋絆屁
舞鶉 ||
写 、`

才藤久雄先生

①色見小

②芦北町

③久木野小

④スポーツ
.

⑤教職11年 目。前任校での経験を

生かし、地域をよく知 り子どもを

よく知 り、子どもを愛する気持ち

をいつも持ち続けがんばりたいと

思います。どうぞよろしく御願い

します。

嶋 田秀 明 先生

①草部南音|シ」ヽ(事務)

②熊本市

③古場ン1ヽ (一の官町)
‐・ ④無芸少食

⑤愚息二人連れてまい りました。

目下の目標は子供に満足に飯を食

わせられるようになることです。

洗濯、掃除なんでも下手です。女

性の偉大さをしっかり学び女房殿

に捨てられぬよう頑張ります。息

子ともども宜しくお願いします。

饉
芹口幸代先生

は①野尻小 (臨採)

②高森町

③上色見小 (臨採 )

④手芸、ソフトボール

⑤高森に生まれ育ちましたから、

児童数が年々減少していることが

寂しいです。でもこの環境だから

こそ、子ども達が育めるものがた

くさんあると思います。子どもと

一緒にみつけだし、私自身成長で

きたらと思っています。

中野恭代先生

①上色見小
②阿蘇町
③野尻小
④旅行、料理、手芸、
ジグソーパズル

⑤毎朝変わる根子岳の姿がおもし

ろくてヮクワクします。子どもた

ちを上からではなく色々な角度か

ら見つめて一人ひとりを大切にし

ていきたいと思います。野尻の純

粋培養に染まったので少しとまど

っています。

慰
古閑史子先生

①草部南音レlヽ (臨採)

②一の官町

③阿蘇西小 (臨採)

④特にありませんが、

遊ぶことは好きです |

⑤草部の素直な子供たちと共に、

いろんなことに挑戦して、草部に

来てよかったと思えるような一年

間を過ごしたいと考えています。

どうぞよろしくお願いします。

守本絹子先生

①河原小 (臨採)

②熊本市

③上色見小(臨採)

④ドライブ、ピアノ

⑤素晴しい自然の中で、できるか

ぎりの可能性を伸ばせるように私

としても努力していきたいと思っ

ています。

田中文朗先生

①高森東中

②熊本市

③岱明中(岱明町)

④バ ドミントン

⑤前任校で 3年間(1。 2・ 3年 )

担任をし、今年度も希望通り1年

生の担任となり非常に感謝してい

ます。まだわからないことばかり

ですが早く地域の方々と知り合い、

生徒と共に少しずつ成長して行き

たいと思います。

岩下美紀先生

①草部南部小(臨採)

②高森町

③―

_二  ④音楽鑑賞、ピアノ

⑤何もかもが初めてで不慣れな部

分もありますが、何事にも一生懸

命になり、最後まであきらめず、

この学校の子供たちといろんなこ

とにチャレンジしていきたいと思

います。一年間、精一杯頑張りた

いと思います。

田上幸二先生

①高森小

②高森町

③新採

④読書、音楽鑑賞

⑤我が出身地であり、母校でもあ

る高森小学校に赴任 して、少々と

まどいを感じております。しかし、

その高森に恩返しをするつもりで

す。スポーツに学習に、子どもと

共に泣き笑いを通じて気持ちを伝

え合えればと考えています。

加藤 実先生
①高森東中

②熊本市

③球磨養護学校

④パソコン

⑤理科担当として赴任してきまし

たので、高森町の自然を生かした

授業をしたいと思います。先日、

生徒にアンケー トをとったところ

野外で授業をうけたいとのこと。

がんばります。地域の皆さんと早

く溶けこみたいと思います。

米倉早苗先生

①草部北部小(臨採)

②蘇陽町

③一

④スポーツ(球技)

⑤複式学級ということで、とまど

うこともありますが、子どもたち

から、教えられることが多く、新

しい発見がある毎日です。いろん

なことを学び吸収したいと思って

います。 1日 1日 を大切にし、は
りきって頑張りたいと思います。

家入ゆかり先生

①草部南部小

②阿蘇町

③新採

④スポーツ

⑤何もかもが初めてなので、失敗

もたくさんあると思いますが、一

生懸命頑張りますのでよろしくお

願いします。

●

●
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⑤物事をしっかりと見つめること

が出来、それを「もっとよくなら

ないかな」と思うことが、美術の

授業を通して生徒が出来るように

なったら、最高に嬉しい。でも出

発点はいつも「遊び心」でいきた

レ`。

中川穣二先生

①高森中 (臨採)

②熊本市

③―

④彫刻、読書、空手軋

石塚  環先生
①高森中

②八代市

③出水南小G員本市)

④映画鑑賞

⑤ 「根子岳が一番きれいに見える

町ですよ。」と聞いて、楽しみにし

て高森にやってきました。雄大な

自然と温かい人々に囲まれて育っ

た子どもたちといっしょに、楽し

く元気一杯に高森中学校での生活

を送っていきたいと思います。

北里ゆか先生

①高森東中

②長陽村

③新採

④ピアノ

⑤高森東中に来れたことを、うれ

しく感 じるこのごろです。大変未

熟でありますが、いろいろなこと

を学びとりながら、がんばってい

きたいと考えておりますので、ど

うぞよろしくお願いいたします。

上島幹男先生

①草部中

②阿蘇町

③一の宮中

④読書、花作り、陸上競技る
⑤緑の自然に囲まれた環境のもと

で、明るく、素直な生徒たちとと

もに、学習に、スポーツにがんば

りたいと思います。

着実に一つ一つのことをこなし

ていくことのできるような子ども

たちになってほしいと思います。

増永智久先生

①高森中

②菊池市

③新採

④スケー ト

⑤初任なので不安でいっぱいでし

たが、高森中の素直で明るい子ど

もたちと出会って少し勇気づけら

れた気がします。

教師 1年 目の思い出にいつまで
残るような立派な子どもを育てた

いです。

平岡 馨先生
①高森中

②熊本市

③八代第一中

⑤間近に見える阿蘇の山々。雲海

に沈む南郷谷。そんな大自然に抱

かれ、吹き抜けるさわやかな風に

身をまかせていると、不思議に心

が和んできます。微力ですが、こ

れから子ども達のために、一生懸

命がんばりたいと思っています。

″   ④読書、テニス

上野啓和先生

①草部中

②山鹿市

③城北高 (鹿央町)

④柔道、水泳、旅行

⑤今年から学校という現場に立つ

わけだが、私は、正しい事とまち

がっている事の判断のできる生徒

を育てたいと思う。又生徒達が楽

しく学べる授業をやっていきたい

と思います。

藤田理穂先生

①高森中

②長崎県

③緑小 (三加和町)

④ボーッとすること

⑤学校栄養職員として仕事を始め

て 4年 目。食べ物、健康について
の情報が社会にはあふれています

ので、勉強し続けていきたいと思

います。今以上に「食べる」とい

うことに興味を持っていただけれ

ばうれ しく思います。

浦田昌美先生

①高森中

②熊本市

③鍋小 (岱明町)

④フルート(ピッコロ)演奏

⑤今までは、海辺の学校で、潮風

に包まれて 3年間過ごしてきまし
た。これからは、雄大な阿蘇山を

仰ぎながら、山の幸に囲まれて暮

らせます。はやく、高森の皆さん

と、親しくなりたいと思います。

精いっぱいがんばります。

迫いずみ先生

①草部中

②一の官町

③御船中(御船町)

④バレーボール

キ

⑤教職について4年 目。念願だっ
た地元の阿蘇に帰ることができた

のを嬉しく思います。

素直で、元気いっぱいの子供た

ちに負けないように、何事にも一

生懸命頑張っていきたいと思いま

す。よろしくお願いします。

津留優祐先生

①高森中 (臨採)

②高森町

③一

④スキー、映画鑑賞

⑤高森中学校は私の出身校なので、

教師であると同時に時には先輩と

して生徒たちと接していきたいと

考えています。郷土を愛する一人

として、高森中に勤務できること

を心から嬉 しく思います。

中村文則先生

①高森中

②三加和町

③来民小 (鹿本町)

④ツーリング

⑤高森に来て、雄大な自然に囲ま

れたすばらしい所だなあと思いま

した。子どもたちもきっと阿蘇の

ように大きい心を持っているだろ

うと期待 しています。教科は国語、

部活動は剣道を担当します。両方

とも鍛えようと思っています。

●

●
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